
生
命
行
政
や
村
落
開
発
が
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
る
ネ
パ
ー
ル
の
社

会
開
発
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

の
で
は
な
い
か
と
非
常
に
う
れ
し 

  

  

最
近
、
深
澤
晟
雄
資
料
館
は
医

師
や
医
学
生
の
研
修
の
場
と
し
て

新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
か
ら
岩
手
医
大
歯
学
部
卒

業
生
の
歯
科
医
臨
床
研
修
で
月
２

回
２
時
間
の
研
修
を
引
き
受
け
て

い
ま
す
。
今
年
は
さ
ら
に
岩
手
医

大
生
の
地
域
医
療
研
修
で
６
月
と

９
月
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。 

深
澤
村
長
時
代
か
ら
半
世
紀
を

経
て
な
お
、
地
域
医
療
の
原
点
と

し
て
深
澤
理
念
に
学
ぼ
う
と
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
資
料

館
ス
タ
ッ
フ
も
人
材
の
養
成
確
保

に
貢
献
す
べ
く
、 

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

や
内
容
を
吟
味
し 

て
い
る
ほ
か
、
休 

館
日
や
時
間
外
に 

も
対
応
す
る
こ
と 

に
し
て
い
ま
す
。 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

劇
映
画
「
い
の
ち
の
山
河
」
が

海
外
に
進
出
し
、
ネ
パ
ー
ル
で
上

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

本
会
の
賛
助
会
員
で
、
兵
庫
県

立
大
学
名
誉
教
授
の
森
口
育
子
氏

が
、
去
る
３
月
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪

問
し
て
得
た
情
報
と
し
て
本
会
に

伝
え
て
き
た
も
の
で
す
。 

森
口
教
授
に
よ
り
ま
す
と
「
ネ

パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
あ

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
＝
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
事
務

局
を
訪
問
し
た
と
き
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
青
年
海
外
協
力

隊
員
）の
提
案
で
『
い
の
ち
の
山 

河
』
の
映
画
を
５
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と

な
っ
て
ネ
パ
ー
ル
語
に

翻
訳
し
て
吹
き
替
え
を

行
い
、
今
後
上
映
会
を
し

た
い
と
、
ポ
ス
タ
ー
も
見

せ
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

森
口
教
授
は
40
年
前

青
年
海
外
協
力
隊
の
保

健
師
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

で
活
動
し
た
経
験
か
ら

現
地
事
情
に
詳
し
く
「
深

澤
村
長
の
旧
沢
内
村
の 

 

 

JICA
ジャイカ

が現地語に 

吹き替え上映計画 
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く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
「
い
の
ち

の
山
河
」
の
ネ
パ
ー
ル
上
映
に
賛

意
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
（
写
真
は

日
本
で
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
） 

               

沢
内
病
院
で
の
研
修
の
合
間
に
資
料

館
で
深
澤
理
念
を
学
ぶ
岩
手
医
大
生 

（
休
館
日
の
６
月
25
日
） 

 

資
料
館
で
深
澤
理
念
学
ぶ 

医
大
生
ら
の
研
修
に
一
役 

西
和
賀
町
太
田 

 

山 

村 
 

隆 

司 

様 

西
和
賀
町
太
田 

 

太 

田 
 

祖 

電 

様

秋
田
市 

 
  

 
 
 
 

外 

山 
 

宗 

平 

様 

秋
田
県
能
代
市 

 

佐 

藤 
 

勤 

一 

様 

盛
岡
市 

 
  

 
 
 
 

坪 

川 
 

れ 

い 

様 

金一封に感謝 
 

「いのちの山河」 

ネパールで上映 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
深
澤
村
長
時
代
か
ら
災
害

時
相
互
支
援
の
絆
で
結
ば
れ
る
陸

前
高
田
市
へ
の
支
援
は
、
困
難
な
状

況
下
で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
て
継
続
で
き
ま
し
た
。

25
年
度
は
現
地
に
行
か
な
く
て
も

役
立
つ
支
援
方
策
を
検
討
し
ま
す
。 

深
澤
晟
雄
の
会
の
24
年
度
決
算

は
資
料
館
特
別
会
計
の
不
足
分
７

１
万
円
を
繰
り
出
し
て
も
寄
付
金

９
４
万
円
に
支
え
ら
れ
て
５
６
万

円
の
繰
越
金
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
寄
付
金
依
存
は
健
全

な
財
政
運
営
と
は
い
え
ず
、
賛
助

会
員
を
含
む
会
員
の
拡
大
と
社
会

的
支
援
も
お
願
い
し
な
が
ら
財
政

基
盤
の
確
立
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

資
料
館
の
今
日
的 

役
割
に
立
脚
し
て 

一
方
、
深
澤
晟
雄
資
料
館
の
運

営
は
入
館
者
の
減
少
で
財
政
的
に 

～深澤晟雄の会総会から～ 

記
念
事
業
に
続
く 

陸
前
高
田
市
支
援 

24
年
度
は
「
乳
児
死
亡
ゼ
ロ
50

周
年
の
集
い
」
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
集
い
に
は
町
内
外
か
ら
１

６
０
人
が
参
加
、
生
命
尊
重
行
政

の
歴
史
を
検
証
し
、
今
後
の
展
望

を
考
え
る
集
い
と
し
て
全
国
的
に 

   

  

と
併
せ
て
医
療
関
係
者
や
小
中
高

校
生
へ
の
研
修
対
応
な
ど
、
深
澤
精

神
を
次
世
代
に
継
承
す
る
教
育
的

側
面
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
年
は
、
収
蔵
資
料
の
分
類
整
理

と
保
存
対
策
を
重
点
に
、
資
料
の

有
効
活
用
を
図
り
た
い
計
画
で
す
。 

25
年
度
の
資
料
館
特
別
会
計
は

２
９
万
円
ほ
ど
減
額
す
る
緊
縮
予

算
と
し
ま
し
た
が
、
資
料
館
の
果

た
す
今
日
的
役
割
を
皆
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
財
源
確

保
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
、 

太
田
理
事
長
ほ
か 

全
役
員
と
も
留
任 

役
員
は
平
成
27
年
３
月
ま
で
の

２
年
間
の
任
期
で
、
全
役
員
留
任

が
決
ま
り
ま
し
た
。
直
ち
に
理
事

会
を
開
き
、
総
会
の
意
を
尊
重
し

て
役
職
も
そ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。 

理 

事 

長 

太 

田 
 

祖 

電 

副
理
事
長  

佐
々
木 

孝 

道 

理 
 
 
 

事  

深 

澤 
 

佳 

道 

同 
 
 

加 

藤 
 

和 

夫 

同 
 
 

佐
々
木 

  

玄 

監 
 
 
 

事  

刈 

田 
 
 

敏 

同 
 
 

佐
々
木 

繁 

子 

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
24
年

度
の
入
館
者
は
２
０
５
７
人
で
前

年
度
の
78
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

24

年
度
の
資
料
館
特
別
会
計

は
収
支
と
も
２
０
４
万
円
で
す
。

そ
の
主
な
財
源
は
入
館
料
４
９
万

円
と
町
の
補
助
金
４
０
万
円
（
資

料
館
決
算
時
点
３
２
万
円
）
が
中

心
で
不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
す
。
支
出
は
臨
時
雇
い

賃
金
１
３
４
万
円
の
ほ
か
、
施
設

管
理
費
・
事
務
費
・
固
定
資
産
税

等
が
主
な
も
の
で
す
。 

昨
今
の
資
料
館
は
、
観
光
的
側
面 

資料館の充実めざして 
 
 

第
７
回
深
澤
晟
雄
の
会
総
会
は
６
月
29
日
午
後
５
時
か
ら
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
お
よ
ね
で
開
か
れ
ま
し
た
。
24
年
度
事
業
報
告
と

決
算
、
25
年
度
事
業
計
画
と
予
算
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

役
員
改
選
は
現
体
制
留
任
と
決
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
主
な
内
容

を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。
（金
額
表
示
は
万
円
未
満
切
り
捨
て
） 
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専
大
北
上
高
校
生
の
資
料
館
研
修 

（
今
年 

５
月
13
日
） 

50 周年の集いで 「深澤晟雄を讃える歌」を 
披露するコーラスリリシャン 


